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（会期終了日 現在） 

（１）審議概観 

第212回国会において、本特別委員会に付託された法律案及び請願はなかった。 

 

〔国政調査〕 

12月１日、政府開発援助等の諸方針に関する件について、上川外務大臣から発言があっ

た。また、沖縄及び北方問題に関しての諸施策に関する件について、自見内閣府特命担当

大臣（沖縄及び北方対策）及び上川外務大臣から発言があった。 

12月６日、政府開発援助等の諸方針に関する件及び沖縄及び北方問題に関しての諸施策

に関する件について調査を行い、女性・平和・安全保障（ＷＰＳ）の推進に向けた取組方

針、中国残留邦人支援法の改正等により無国籍のフィリピン残留日本人２世の救済に取り

組む必要性、度重なる会計検査院の指摘を踏まえ、効果的なＯＤＡ事業の在り方及びＯＤ

Ａ予算の使途を精査する必要性、屋久島沖のオスプレイ墜落事故を受けた政府の対応と国

内における同型機の配備状況、北方隣接地域における啓発強化のため、老朽化した北方領

土館（標津町）の改築の要望に応える必要性、北部訓練場の返還跡地における米軍廃棄物

問題に関する原状回復に向けた進捗状況及び今後の取組方針等について質疑を行った。 

（２）委員会経過

○令和５年10月20日(金)（第１回） 

特別委員長を選任した後、理事を選任した。 

○令和５年12月１日(金)（第２回） 

政府開発援助等の諸方針に関する件について上川外務大臣から発言があった。 

沖縄及び北方問題に関しての諸施策に関する件について自見内閣府特命担当大臣及び上川外務大



臣から発言があった。 

○令和５年12月６日(水)（第３回） 

政府参考人の出席を求めることを決定した。 

政府開発援助等の諸方針に関する件及び沖縄及び北方問題に関しての諸施策に関する件について

上川外務大臣、自見内閣府特命担当大臣及び政府参考人に対し質疑を行った。 

 〔質疑者〕 

田島麻衣子君（立憲）、塩村あやか君（立憲）、清水貴之君（維新）、浜口誠君（民主）、紙智

子君（共産）、 良鉄美君（沖縄） 

○令和５年12月13日(水)（第４回） 

政府開発援助等及び沖縄・北方問題対策樹立に関する調査の継続調査要求書を提出することを決定

した。 

閉会中における委員派遣については委員長に一任することに決定した。 

 


